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-演

は
諜
廷
の
年
比
議
総
綴
山
丸
一
繍
の
全
部
ど
支
出
す
る
義
務
を
有
つ
℃
居
る
、
地
方
の
人
民
は
ヲ
イ

J
t
x

合
同
ふ
〈
攻
凶
り
℃
ホ
ゆ
る
、
何
f
乙
か
し
て
金
を
傍
へ
℃
減
退
を
掠
へ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
そ
れ
に

は
後
一
債
を
募
集
じ
ゃ
う
之
一
五
つ
て
も
目
的
は
漣
し
ら
れ
な
い
か
娘
、
郵
一
民
貯
金
一
泌
総

i
i
x
u
u

E揮

一七六

名

-K
借

b
℃
、
誕
の
美
名
の
下
代
後
債
を
募
集
し
ゃ
う
と
一
説
、
ふ
の
で
す
、
是
れ
は
動
機
は
宜
し
く

な

い

が

兎

代

角

一

つ

の

美

事

で

す

、

政

府

の

貯

金

制

の

蹴

張

と

云

よ

之

と

は

枇

曾

政

策

上

賀

す

べ
ag
乙
と
で
あ
る
か
ら
、
私
は
意
思
の
如
何
に
拘
、
b
ず

業

の

結

果

に

依

て

賛

成

す

る

讃

b
で
ゐ

t

り
ま
す
が
、
先
づ
日
本
の
貯
金
制
度
は
ロ
ラ
一
流
よ
絡
で
あ

b
ま
す
。

(
拍
手
)

、

。
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並
に
瓜
制
金
を
内
地
に
法
ι
り
得
可
き
準
俄
を
銭
す
可
b
d
b包
A
W

ぜ

b
I乙
体
へ
た
λ
y
o

譲
歩
が
開
戦
ー
が
、
此
後
の
後
日
以
没
A
P

-K
践
測
し
嫌
当
も
、
然
も
多
少
の
停
滞
泌
延
は
漉
く
可
、
し
り

h

w
d

る
も
の
わ
る
に
せ
よ
雨
闘
の
関
係
は
闘
備
な
る
郷
結
に

高

橋

誠

…

部

一

向

つ

℃

歩

一

歩

抵

当

c

つ
〉
ゐ
る
も
の
之
見
℃
可
な
ら
え

襖
寒
雨
闘
の
関
係
は
今
如
何
の
紋
態
に
在
ι
り
や
、
時
府
た
一
か
。

又
今
後
如
何
の
殺
展
営
潟
す
可
b
d
や
、
外
抵
の
所
報
鼠
々
…
栄
一
比
斑
は
貨
に
其
態
闘
の
常
時
よ
A

リ
親
露
親
換
の
岐
路

い
札
一
し
℃
人
を
し
℃
謀
長
相
を
捕
ふ
る
に
岡
難
な
ら
し
h
u
o

一
に
議
へ
る
も
の
な

b
し
な
6
0

一
千
人
百
六
十
八
年
之
、
川

議
一
は
塞
比
一
政
は
何
等
の
依
件
を
附
せ
ず
し
て
総
℃
の
問
題

E
Y暗
殺
せ
ら
れ
℃
子
な
く
、
ミ
ロ

V

の
ゆ
回
想
、
ご
y
y
後
一

の
解
決
を
列
凶
の
裁
慨
に
委
し
似
土
上
政
治
上
若
し
く
は
…
十
四
歳
に
℃
郡
山
立
せ
ら
る
〉
や
、
窓
比
躍
の
凶
政
は
専
ら

総
務
上
一
一
切
の
報
償
乞
要
求
す
る
所
な
し
と
の
悶
容
を
な
…
織
政
命
日
議
代
尚
つ
℃
行
は
れ
た

9
3、
而
し
℃
常
時
白
尚

し
た
る
営
削
減
ヒ
、
戒
は
楠
例
制
は
寒
比
政
の
通
牒
中
に
岡
側
、
一
畿
の
首
傾
た

b
し
り
ス
チ
ッ
ヒ
共
資
機
を
掌
握
し
…
千
八

が
果
し
℃
…
中
和
的
の
鱗
皮
乞
執
る
の
意
ゐ

b
や
沢
口
ゃ
に
就
一
百
六
十
九
年
初
め
て
窓
章
を
殺
布
し
、
欧
洲
の
先
議
闘
に

ぷ
何
等
の
岡
谷
な
お
d

を
丸
、
開
通
牒
に
釣
し
℃
非
お
な
る
…
倣
つ
℃
政
府
営
改
造
品
に
ノ
パ
之
せ
λ

ソ
じ
新
く
て
同
闘
は
初
め

不
一
縞
足
を
成
七
、
更
に
明
確
な
る
宣
言
を
同
闘
に
向
っ
て
て
工
政
治
的
生
活
の
階
先
を
認
め
符
た
よ
り
し
な

b
o
政
簿
、
は

請
求
せ
s
A
F
乙
す
と
械
と
)
戒
は
寒
比
浬
は
…
方
に
於
℃
議
総
イ
し
一
保
守
進
歩
良
油
急
活
の
名
を
附
し
℃
現
れ
た
れ
リ
。
諮

歩
し
つ
〉
あ
る
と
共
に
他
方
に
は
去
も
戦
闘
附
準
備
を
怠
ら
個
分
岐
樹
立
の
理
由
は
営
と
し
て
各
源
傾
袖
問
の
制
人
的

ず
、
而
し
℃
露
闘
は
填
凶
及
び
湖
泡
と
の
闘
域
な
る
各
州
戚
怖
に
援
し
た
る
も
の
な

b
tと
雌
も
、
然
も
一
方
よ
ー
タ
見

知
事
に
令
し
て
動
員
令
の
布
告
わ
ら
ば
直
ち
に
軍
事
書
類
れ
ば
同
凶
の
政
界
は
明
に
こ
制
の
全
然
相
反
せ
る
邸
側
加
に

1
3
 

F
F
 

長平

。
瑛
塞
関
係

時

報

一
七
七



一

時

z

，

制

執

4

¥

J

e

一

e

F

一一一七人‘

附
尚
つ
一
℃
支
配
せ
ら
れ
つ
)
ゐ
ら
し
な
よ
り
。
農
民
に
し
℃
正
乎
、
内
政
代
閉
じ
℃
は
家
医
院
脅
議
乞
無
減
し
て
中
央
政
府

殺
体
性
な
る
鶏
一
比
麗
人
の
大
多
数
は
可
成
的
官
僚
と
秘
税
之
「
の
総
力
を
増
大
し
、
官
皮
の
様
限
配
践
校
し
℃
地
方
問
般

の
一
一
例
の
抑
朕
よ
上
リ
弛
れ
ん
1
乙
せ

b
。
内
政
に
関
す
る
彼

JK制
服
じ
、
而
じ
て
常
備
W

阜
の
増
加
!
と
杭
税
の
滑
微
と
を

等
の
最
も
緊
切
な
る
希
単
一
は
地
方
的
自
治
、
総
務
上
の
め
於
断
行
せ
り
。
劉
外
政
策
氏
、
去
っ
て
は
元
よ

b
純
乎
た
る
親

問
井
一
代
初
課
税
の
板
否
に
外
な
ら
ず
c

同
じ
て
外
交
に
閥
…
域
主
義
に
し
て
1

切
に
同
協
に
封
じ
℃
川
測
を
資
λ
ツ
}
之
が

し
て
は
宗
数
上
の
同
情
は
等
し
く
正
政
を
米
・
ず
る
健
闘
と
…
同

mb包
得
る
に
波
か
だ
ら
し
な
ら
。
彼
等
は
決
し
℃
共
数

、
の
同
盟
を
要
求
し
、
五
殺
を
倍
杢
9
る
塞
比
直
人
十
一
白
凶
…
i
に
於
で
大
な
ら
守
り
し
も
、
然
も
同
内
の
最
也
市
長
な
舎

に
総
合
せ
し
め
ん
之
を
期
せ
よ
り
。
殊
に
急
進
裁
の
如
b
d
は
…
竪
震
な
る
様
カ
を
愁
く
包
線
じ
悲
し
た
る
も
の
〉
如
く
な

巧
比
一
兆
思
潮
に
枠
し
て
、
常
に
口
を
院
側
め
て
西
欧
文
明
を
…
ら
し
な

9
0
一

非
難
し
)
英
侃
誇
の
論
は
頗
る
民
怠
に
投
合
し
℃
、
政
府
…
然
れ
V
し
も
一
皮
へ

Y

ツ
ス
プ
グ
持
ナ
に
耶
蘇
教
徒
の
抜

の
朕
泡
の
及
ば
診
る
家
長
命
日
議
に
は
絡
へ
ず
最
多
数
b
b
制
…
乱
起
る
の
報
徳
る
や
炎
々
し
た
る
岡
氏
的
情
熱
は
家
長
合
議

す
る
を
得
た
A
y
l

然
る
に
政
府
の
方
針
は
之
と
正
反
封
一
代
燃
へ
て
、
活
必
ミ
ラ
ジ
は
親
露
出
叶
士
、
の
倒
民
的
政
縦
十
ど

に
し
℃
只
骨
西
欧
諸
闘
の
文
物
宮
容
比
盟
凶
内
に
輸
入
せ
…
掲
げ
℃
立
つ
新
内
問
を
組
織
せ
し
め
ま
る
な
得

y
b
3
0

・
ん
と
・
と
に
焦
ほ
し
、
先
づ
銭
滋
を
敷
設
し
℃
文
明
世
界
の
一
伯
林
曾
議
は
大
な
る
不
織
を
来
比
m
M
人
代
奥
へ
た
t
p
o

邸

…
総
務
昇
と
述
絡
し
、
換
太
利
と
の
貿
易
乞
後
越
せ
し
め
℃
…
ち
同
僚
約
第
二
十
五
伎
は
へ

Y

ツ
ェ
プ
グ
持
ナ
及
び
ポ
ス

白
岡
農
産
物
の
販
路
を
求
め
ん
乙
と
を
期
せ

b
。
這
般
の
ニ
ア
ル
乙
襖
太
利
旬
牙
利
倒
営
し
℃
占
依
し
支
配
せ
し
ひ
る

目
的
に
臆
ぜ
p'

九
が
必
の
代
政
府
は
組
税
及
び
必
伎
に
尚
つ
乙
之
乞
規
定
す
れ
ば
な
よ
り
。
昨
年
十
月
域
旬
倒
が
必
然
二

グ
レ

1
タ
ア

℃
業
財
阪
を
侃
甘
ん
之
し
、
叉
西
欧
諸
同
特
に
壊
闘
に
向
つ
州
の
合
併
を
宣
告
一
目
す
る
や
も
大
袋
一
比
四
の
夢
想
家
が
失
謎

屯
交
渉
を
開
始
す
る
の
必
婆
に
泡
ら
れ
た
E
9
0

此
代
於
て
務
胎
は
査
し
想
像
の
及
ば
公
る
初
任
大
h
k
し
て
、
彼
等
が
慾

官接届
E
E臨

時
限
臨
尉
路
島
民

B
E
E
B
R
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E髭

E麓
昌
也

勃
た
る
同
氏
的
精
納
は
縫
っ
て
戦
闘
準
備
I

乙
な
れ
る
も
の

な
b
o
而
じ
て
似
ム
ザ
泣
問
・
列
闘
の
朕
巾
唱
に
滋
ふ
℃
泣
く
泣

く
一
切
の
解
決
を
決
裁
断
に
委
す
る
の
巴

U
な
主
に
五
れ

る
も
、
而
も
仰
は
多
大
の
求
総
佐
波
し
℃
戦
備
を
解
く
乙

t
乙
簡
は
次
る
は
正
に
常
然
の
乙
I
乙
た
る
な
ら
。

凶
民
的
精
紳
は
，
一
二
の
総
欧
の
鋳
は
り
に
消
滅
し
絡
る
も

の
に
あ
ら
ず
。
詩
人
は
此
シ
ュ
ク
マ
グ
ア
の
豚
飼
と
ハ
イ

グ
グ
ス
1

乙
都
し
た
る
懐
伴
な
る
強
盗
、
消
の
子
孫
が
ぬ
後
の

雄
一
速
に
際
し
℃
如
何
伏
一
英
側
氏
的
精
紳
の
後
展
を
金
、
つ
る

か
を
目
見

JAt欲
す
る
も
の
な
λ

リ。

其
緊
切
の
茂
代
於
て
締
官
ゅ
の
欲
一
仰
滑
に
勝
る
。
的
措
校
騒
動
d
r

常
比
率
生
側
の
勝
利
に
蹄
し
段
・
設
営
局
者
の
譲
歩
に
絡
る

は
之
が
銭
め
な
り
。

官
立
m
学
校
に
師
弟
間
の
紛
争
絶
へ
去
る
は
向
ほ
信
幕
の

大
名
に
か
ι

減
収
側
勤
の
絡
へ
診
る
が
加
し
。
抵
来
亦
貸
業
致

点
円
最
高
の
府
た
る
来
京
高
等
商
業
組
一
段
に
於
一
て
例
に
依
つ

ザ
し
例
の
如
く
な
る
皐
校
騒
動
を
生
ぜ

b
c
同
よ

b
多
少
の

罪
は
校
長
側
に
も
ゐ
ら
ん
、
都
生
側
も
亦
英
幾
分
を
負
は

wq
る
可
v
b
w口
る
な
る
べ
じ
。
熱
れ
V
し
も
誕
由
来
す
る
大
原

い
凶
は
我
凶
の
文
部
省
が
彼
等
比
十
分
な
る
自
治
を
許
び
ず

O
高

等

一

商

業

率

一

校

の

紛

一

恥

…

u
u
vけ
引
け
い
川
附
け
れ
M
U
れ
M
M
M
M
M

校
長
数
附
は
現
在
の
組
制
仰
の
潟
め
に
校
務
乞
総
べ
数
鞭
…
b
弘
行
以
、
只
管
官
等
年
功
の
み
乞
袋
的
じ
℃
悲
恋
致
授
壌

を
執
る
も
の
な
ι
り
。
事
生
は
特
別
京
市
の
翻
刻
の
矯
め
に
日
々
一
生
問
に
典
的
説
布
λ

リ
而
し
℃
共
徳
風
の
仰
ャ
可
h
c
も
の
な
捻

出
捜
し
℃
ノ
!
ト
レ
ι
取
る
も
の
な

b
。
校
長
敬
師
と
感
生
…
す
の
傾
主
な
く
、
徒
ら
に
官
海
の
郡
一
械
に
の
み
巧
に
し
て

と
の
問
に
不
利
を
醸
し
紛
絃
を
生
ず
る
や
、
後
者
は
相
同
.
俗
臭
粉
々
待
も
埼
古
家
の
風
土
に
立
た
し
む
可
、
b
p
る
も

盟
し
℃
前
者
の
排
尿
を
お
び
以
て
英
現
在
の
翻
鶴
を
奪
一
は
の
を
し
て
無
治
作
に
校
長
の
純
子
代
表
し
む
る
の
勢
M
m
M
に

，A
之
し
)
前
者
は
後
者
を
返
事
随
分
し
て
以
℃
絡
来
獅
翻
起
因
す
る
も
の
な

b
J

を
得
る
の
愈
そ
組
害
せ
J
A
I
C
す
。
‘
崩
し
て
現
在
の
欲
認
は
比
同
の
騒
動
に
於
J
L
・
被
役
iι
ー
一
一
な
れ
る
校
長
系
は
闘
と
事
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弘
ぽ

闘
H

m
…

者

ι官
克
之
の
中
間
に
浮
深
せ
る
者
に
じ
て
其
校
長
と
し
皮
機
器
男
の
調
停
は
迎
ふ
や
、
一
切
持
率
を
見
に
釆
到
し
て
、

℃
高
等
商
業
接
続
に
臨
む
や
一
定
の
数
育
方
針
ゐ
っ
て
熱
恰
も
定
品
目
に
泊
ゆ
る
織
の
管
の
如
〈
、
俄
然
某
蜂
佐
川
い
ぞ

心
に
聞
学
生
を
師
州
場
せ
F
A
J
h
す
る
の
誠
意
わ
る
に
わ
ら
ず
じ
め
た
る
は
如
何
。
前
識
の
如
く
彼
等
は
肢
に
卒
業
静
香
を

℃
枝
一
長
の
地
位
に
臨
す
る
は
更
に
商
品
d

地
位
代
弁

b
℃

一

滋

れ

b
、
感
校
蛍
局
者
の
彼
等
に
向
っ
て
探
る
之
尖

PAt-

厳
多
量
な
る
抑
制
蜘
仰
を
食
λ

リ
喰
は
ん
1

乙
す
る
の
一
時
的
踏
墨
は
一
克
よ

b
共
焔
姥
を
戚
ず
る
m
m
に
わ
ら
ず
}
然
れ

rも
彼
¥

に
外
な
ら
ず

0

・
加
し
℃
校
長
が
誠
心
誠
意
を
侠
け
る
を
歎
等
は
併
は
其
終
来
し
に
於
℃
数
多
貸
業
界
の
允
識
が
禍
に
す

と
鼓
を
鳴
し
℃
業
界
を
資
め
F
A
F
乙
し
た
る
事
生
側
の
主
謀
が
ら
診
る
可
ら
ず
。
総
持
見
は
印
ち
彼
等
が
一
一
一
拝
九
狩
し

者
某
々
は
説
れ
も
専
攻
科
の
船
学
生
な
り
。
ー
彼
等
は
航
に
卒
‘
一
で
英
前
途
の
宇
一
述
乞
税
制
蹴
す
一
吋
h
d
一
大
偶
像
た
る
な

b
o

業
設
ム
散
を
腕
ぴ
得
て
現
在
の
麹
磁
を
.
得
る
に
儲
仰
せ
wり
る
も
一
月
の
一
怒
は
数
多
の
感
生
が
近

3
嫡
京
市
に
迫
れ
る
翻
却
の

の
な

b
o
百
の
温
泉
成
分
議
よ
ι
り
怖
ふ
〉
所
に
わ
ら
ず
、
総
…
供
給
を
絶
つ
の
凶
と
な
る
な
λ
y
o

東
京
一
泡
銭
の
盤
迎
に
平
一

小
な
る
困
難
を
忍
べ
ば
彼
等
は
一
体
制
の
小
説
A
T
の
議
ず
が
な
で
乞
焼
け
る
給
路
見
が
反
つ
℃
英
側
惑
い
の
謬
校
騒
動
に
銭

る
主
人
会
た
り
得
る
な
λ
y
o

本
円
表
の
小

3
3
プ
フ
イ
ド
は
一
一
撫
の
功
を
泰
し
得
た
る
所
以
な

b
。

設
に
大
な
る
満
足
を
戚
七
得
可
込
-d

な
b
。

然

る

比

一

校

長

某

一

〉

J
-
1
0
、

I341rJU、

は
逗
阿
の
紛
年
代
際
し
自
己
の
脱
却
認
を
失
墜
せ
し
な
る
は
一

f
L
告
義
寸
品
川
弱
者
室
B
高
官
カ

英
現
在
の
麹
蜘
仰
を
失
ふ
之
共
に
亦
熔
水
冷
蔵
ち
得
可
含
抑
制
勉
…
附
険
制
は
人
類
の
本
性
な

b
o
互
に
自
己
の
利
盆
を
以
℃

の
量
h
M
h

大
な
る
影
響
営
来
す
の
悶
2

乙
な
る
な
A
Y
o

事
生
の
他
の
利
金
を
魅
せ
ん
1
ζ

す
。
ニ
仰
の
初
樹
立
す
る
批
曾
階

意
気
勝
一
闘
に
天
を
街
か
ん
と
す
る
に
反
じ
校
長
郷
A
Y
苦
悶
を
級
の
一
が
他
を
強
賎
し
℃
自
己
の
所
思
を
ル
地
行
し
得
る
も

重
ね
た
る
が
如
言
放
見
ゆ
る
は
正
に
之
が
矯
め
な

b
c

の
郎
ち
専
制
な
t
p
o

帝
王
の
専
制
か
、
総
氏
の
専
制
か
、

然
る
に
斯
く
の
如
く
勢
猛
烈
を
極
め
た
る
的
常
生
側
が
一
貴
族
の
専
制
か
、
卒
一
氏
の
専
制
か
、
世
評
の
酪
史
は
賞
十
代

報

1 

一入。
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彼
等
が
一
互
に
火
ト
乙
水
の
如
く
相
戦
へ
る
記
叙
た
る
な
且
9
0

彼
等
は
兵
力
を
布
せ
ず
金
力
を
有
せ
ず
、
限
茶
布
す
る
も

帥
品
川
水
市
に
於
て
益
々
山
政
誌
を
瓶
一
ひ
可
b
d
も
の
は
宮
家
階
紋
t
乙
の
は
多
数
の
カ
の
み
な
A
P
。
然
れ
ど
も
結
合
し
た
る
激
の

食
民
階
級
?
と
の
争
闘
な
A
9
0
.

宮
家J
専
制
h
r

、
貧
民
専
制
か
、
カ
は
優
代
富
豪
階
級
を
し
℃
笈
.
刷
協
せ
し
h
u

る
の
勢
占
ゆ
る
な

懸
史
は
更
に
多
事
な
ら
ん
t
乙
す
。

b
。

総
侯
内
閣
の
政
策
が
官
療
に
縮
大
る
の
風
わ
る
は
守
な
一
貧
民
専
制
の
利
果
し
て
宮
家
専
制
の
利
に
勝
る
や
否
や

b
・

t
所
に
し
℃
、
政
府
が
稿
し
℃
産
業
保
設
と
な
す
所
の
も
一
は
頗
る
疑
問
な
hJ0

而
し
℃
脊
闘
の
貧
民
一
階
級
一
か
政
治
上

の
は
企
業
会
般
の
保
設
に
わ
ら
ず
一
部
小
数
の
企
業
家
保
一
社
曾
上
に
光
分
な
る
勢
力
を
獲
し
得
る
は
備
は
長
当
致
育

設
な
λ

ソ
。
企
業
業
物
は
反
つ
℃
一
定
の
主
義
方
針
を
快
け
で
普
及
の
綾
な
ら
ま
る
可
ら
ず
い
然
も
宮
家
階
級
の
朕
渇
は

る
不
節
制
な
る
保
護
政
策
の
銭
め
に
反
つ
℃
業
健
全
な
る
…
刻
一
一
刻
痛
切
な
る
替
問
を
彼
等
代
輿
へ
て
次
第
に
英
反
般

的
俳
一
述
を
妨
げ
ら
れ
つ
〉
わ
る
な

b
o
部
商
愈
よ
お
ん
で
事
一
カ
を
増
加
せ
し
め
つ
〉
あ
る
な

b
。

業
一
愈
よ
不
振
を
見
る
に
至
る
可
雪
な
A
y
o

…

〉

B
J
矢

5

5

0足

衆
議
院
に
於
℃
外
国
米
輸
入
税
増
準
法
?
乞
提
出
せ
る
も
一
仁
長
引

m.あ
P
者
議
案

の
わ
h
y
。
是
亦
一
部
官
有
な
る
農
民
に
船
大
る
の
姉
崎
凶
日
比
…
貴
族
院
が
都
制
袋
の
通
過
に
腐
心
し
つ
〉
わ
る
間
代
、

基
く
も
の
な
よ
リ
。
輸
入
米
に
封
す
る
増
税
と
共
に
一
般
殺
一
好
鮒
な
る
衆
議
院
の
多
数
議
は
之
と
交
換
に
議
員
任
期
総

徳
一
の
勝
賞

ιな
b
、
商
工
階
級
の
蒙
る
損
害
多
大
な
る
は
…
長
設
に
歳
費
増
加
の
議
を
提
出
せ
ん
と
す
と
体
ム
ー
徳
間

勿
論
i

多
数
中
産
以
下
の
農
民
も
亦
非
常
な
る
窮
境
に
陥
・
来
し
て
奨
な
る
や
、
貴
族
院
果
し
℃
這
制
民
窓
代
表
の
紛

ら
な
る
を
得
没
る
な
λ

y

o

s

紳
に
注
背
し
、
天
下
の
醜
悪
乞
極
め
た
る
提
案
と
交
換
し

胤
φ

臥
肌
泌
総
々
'
と
し
て
寧
同
部
専
制
一
に
阿
附
す
る
の
時
に
常
℃
設
で
も
都
制
案
の
通
過
を
計
る
の
熱

vωゐ
b
ゃ
、
頗
る

問
、

b
、
之
?
乙
戦
ム
の
方
法
は
即
ち
貧
民
の
抵
抗
わ
る
の
み
。
続
は
し
き
，
次
第
な
れ
、
ど
も
)
同
院
が
都
制
案
の
如
htmm
案

一一一入…
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を
意
外
に
霊
腕
し
つ
〉
あ
る
が
潟
め
、
他
を
し
℃
築
ず
可

与

の

間

際

を

生

と

た

る

は

お

'

貨

な

る

可

し

。

-

h

米
慰
霊
-
起
草
の
頃
な
か

3
0
ク
オ
ジ
ン
ト
シ
は
一
タ

O
タ
フ
ト
氏
と
黒
人
問
題

一
ジ
広
ア
ア

y
y
t乙
食
卓
を
悶
み
つ
〉
ゐ
λ

リ
3
3
タ
オ
ジ
シ
…
一
月
二
十
三
日
夜
、
タ
フ
ト
氏
は
純
資
比
於
℃
…
場
の

ト
ン
は
一
e

一
院
制
皮
を
主
張
し
、

u
z
y
ア
4
y
v
は
一
段
設
演
説
を
な
し
、
南
部
諸
州
の
人
士
は
黒
人
に
到
し
て
非
常

を
抱
持
せ

b
。
論
議
は
前
者
の
問
K
献
な

b
o
ジ
エ
フ
ア
な
る
段
待
排
尽
な
試
h
u
る
も
1

米
岡
け
い
し
て
阪
に
一
子
高

y

y
は
談
公
ー
に
し
℃
英
肉
汁
に
鵠
汁
右
往
げ
ム
リ
。
タ
オ
シ
一
の
捺
人
乞
匁
9
4
0
以
上
は
1

五
日
人
は
之
を
滋
育
し
、
之
そ

ン
ト
ジ
悶
)
一
ぺ
何
の
縛
め
ぞ
、
ジ
エ
プ
ア

y
y
答
へ
て
日
一
ー
文
切
に
導
く
の
任
務
・
ゐ
λ

リ1
乙
設
け

b
t乙
聞
く
。

く
、
肉
汁
徐
λ
y
に
熱
&
d
が
訟
な
よ
y
o

夕
方
ジ
シ
ト

ν
卒
を
…
人
械
問
題
は
米
同
最
大
の
病
患
な

b
。
指
し
て
此
問
題

い

mu
つ
℃
叫
ん
で
日
く
、
五
円
人
が
上
院
設
置
の
必
要
を
説
く
一
'
の
如
何
に
設
大
な
る
か
を
了
解
せ
ん
と
す
る
も
の
は
勢
同

は
、
宛
も
熱
し
た
る
肉
汁
に
冷
た
ち
替
汁
左
往
?
の
袈
わ
倒
各
州
問
に
於
け
る
泉
人
積
分
、
放
の
斌
ぞ
切
に
せ
診
る
可

る
に
等
し

ιー
、

ら

ず

。

捕

し

て

先

づ

第

…

に

人

の

注

意

を

裁

く

も

の

は

雨

賞
絞
院
存
抵
の
要
は
買
に
衆
議
院
の
将
来
b
L
抑
制
し
℃
部
大
西
洋
岸
地
方
に
位
す
る
削
減
人
の
総
数
は
一
一
一
百
七
十
一
一

国
家
百
年
の
利
容
を
冷
静
に
恨
賞
に
決
定
せ
し
h
u

る
に
在
高
九
千
人
に
し
て
み
{
人
口
の
一
一
一
制
五
分
を
占
め
、
南
部
中

b
J
J
然
る
に
彼
等
に
し
℃
自
れ
が
本
分
を
忘
却
し
従
ら
に
央
競
州
は
総
数
回
百
十
九
前
例
三
千
人
、
会
人
口
の
ご
制
九

天
下
の
お
案
た
る
部
制
宏
一
の
渇
池
に
熱
中
し
、
高
々
一
之
只
げ
を
占
め
つ
〉
あ
る
の
事
資
な
i
p
o

郎
ち
北
米
合
永
岡
内

1

乙
交
換
に
議
員
任
期
延
長
代
闘
す
る
改
正
怯
枠
裁
に
賛
制
の
探
人
総
数
の
十
分
の
九
は
誕
生
活
の
本
州
械
を
南
部
諸
州

す
る
が
如
b
d
乙
・
と
あ
ら
ん
か
、
'
吾
人
は
グ
ラ
ヅ
ド
ス
ト
ー
に
ふ
付
す
る
も
の
に
し
℃
、
他
の
諸
州
に
は
僅
に
九
十
誌
を

ν
ー
と
共
に

z
j
y
下
、
え
ァ
、
広
ン
ド
を
叫
ば
診
る
を
符
超
へ
ぴ
β
摸
人
が
各
mmh仇
散
在
じ
、
人
口
の
こ
れ
匁
溺
を
占

去
る
な
よ
y
o

む
る
に
過
ぎ
、
ず
。
巣
人
分
般
の
放
は
正
に
南
部
大
西
洋
及
す
る
に
本
間
.
越
に
謝
す
る
目
前
の
解
決
法
わ
る
乙

!ι

な

び
選
耳
古
憾
に
沿
へ
る
六
州
銀
人
員
数
の
及

3
も
の
よ
b

し
、
米
側
は
仰
は
長
く
之
よ
ら
生
ず
る
倒
嫌
い
と
闘
は
wu
る

脱
衣
に
禦
ぐ
れ
ば
、
ミ
λ

シ
ツ
ピ

1
3
南
部
カ
ロ
η
ノ
ナ
、
可
ら
、
ず
。
除
問
題
の
存
在
は
貨
に
此
同
内
最
寓
伐
の
地
方

片

4
0
v
ア
ナ
、
ジ
オ

y
d
v
ア
、
ア
ヌ
バ
マ
及
び
プ
ロ
η
ノ
ダ
に
謝
す
る
移
住
を
組
筈
し
、
以
℃
岡
カ
の
後
肢
を
妨
磯
す

是
な

b
。)よ
λ

リ
俊
し
て
漸
次
柿
簿
と
な
る
も
の
な

b
。
前
一
る
乙

ι多
大
な

b
。
之
卸
ち
同
闘
が
合
て
有
し
た
る
奴
隷

潟
六
州
は
郎
ち
黒
人
分
数
の
中
心
に
し
℃
ス
営
住
民
の
週
金
二
制
皮
よ
ら
受
く
る
ロ
お
き
刑
罰
な
λ
y
。

数
(
入
百
八
十
五
十
尚
二
千
人
中
間
百
四
十
一
一
一
高
三
千
人
)
は
…

)
L
A
r
i
-
-
E

~
ヘ
〕
文
・
9
一
と
f
品
川
山
目
黒

削

減

入

よ

ら

成

る

な

ら

。

一

・

F
来
季

z
g
d
J

議
入
問
題
の
解
決
闘
難
な
る
は
一
千
誌
の
諜
人
を
有
す
…
進
歩
殺
の
一
部
を
中
心
I
ζ

し
℃
起
れ
る
新
政
謀
総
織
説

る
が
然
め
に
非
ず
し
℃
、
倫
明
ろ
放
(
極
南
部
、
K
於
け
る
犠
集
一
は
何
時
t
乙
は
な
し
に
治
へ
℃
、
入
な
し
て
新
政
議
成
立
の

に
在
ム
リ
r
G
w

タ
プ
ト
氏
は
彼
等
を
激
化
し
℃
文
明
の
域
代
議
一
不
可
能
を
嘆
ぜ
し
h
u
る
折
柄
、
新
な
る
新
政
議
熱
は
仮
も

く
は
米
一
蹴
人
の
常
に
努
U
可
さ
所
な
よ
ヲ
之
鵡
へ

b
。
ぷ
一
一
日
や
一
叉
・
紛
曾
内
に
燃
へ
℃
多
少
務
奨
た
る
政
界
堂
版
し
つ
〉
ゐ

素
よ
土
脅
し
、
議
し
人
柿
問
題
の
解
決
は
致
事
ど
措
b
d
℃
一

b
o
中
山
誠
一
政
-
査
部
り
笠
部
同
日
只
曾
-K
於
℃
除
名
一
随
分
を
受
け
た

他
に
之
を
求
め
符
診
れ
ば
な

b
。
然
れ
w
と
も
黒
人
が
傑
々
一
る
犬
餐
毅
氏
が
庶
ち
に
又
一
幼
曾
の
坂
本
金
禰
民
を
訪
ふ
℃

数
年
に
し
て
、
米
口
数
世
代
以
内
に
、
白
人
が
幾
多
の
世
紀
…
悶
曾
に
加
入
せ
ん
之
を
談
ヒ
}
坂
本
氏
亦
一
一
一
一
一
の
俊
件
を

を
闘
し
℃
漸
く
到
慈
し
得
た
る
今
日
の
文
明
の
域
に
匙
ま
附
し
℃
之
を
訪
仏
た
る
事
貨
は
早
く
之
な
世
間
代
憾
ふ
る

ん
乙
t
c
は
到
底
之
を
認
h
u
可
ら
ず
。
而
し
℃
若
じ
米
同
民
も
の
わ

b
し
が
λ

今
又
同
議
改
革
・
淑
の
筒
袖
が
品
加
一
一
一
郎

が
彼
等
茶
人
を
数
化
し
遊
し
得
た

b
-乙
せ
ん
が
、
そ
は
寧
氏
を
一
訪
ふ
℃
自
振
の
務
紋
を
説
b
d
鱗
謝
す
る
に
新
政
議
純

m
ろ
白
人
の
劣
等
な
る
を
一
不
す
も
の
に
わ
ら
ず
や
。
之
を
要
織
の
乙
之
を
以
で
せ
る
を
縛
ふ
る
も
の
あ

b
。
そ
れ
か
あ

時

、

報

、
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ら
ぬ
が
三
月
十
二
日
又
新
曾
は
相
談
舎
を
閲

3
℃
新
政
議

組
織
の
討
中
を
議
じ
た
b
O
L
総
い
℃
共
の
主
義
綱
領
の
骨
子

ιし
て
時
々
決
定
し
た
る
所
の
も
の
な
し
?
と
℃
報
ー
ぜ
ら
る

〉
も
の
を
見
る
に
、
官
僚
政
治
の
打
破
}
責
任
内
問
の
組

同
j
.
1
1
涼
一
抱
容
の
計
議
、
一
一
口
枕
の
綾
止
、
税
制
の
根
本
的
~
河
竹
験
問
摘
が
七
十
八
歳
の
高
齢
k
以
♂
し
じ
し
た
る
ま

説
明
早
川
止
に
m

早
川
柳
川
制
・
少
、
生
産
の
奨
励
紙
芝
妨
げ
た
夕
、
而
一
貫
代
明
治
二
十
六
年
に
し
て
、
爾
来
十
六
年
の
日
一
ー
を
ト
ル

れ
市
川
ユ
仰
は
れ
印
刷
山
川
崎
明
れ
れ
問

M
M
M
M刊
一

計

ぱ

ぷ

け

れ

山

M
M
M
M日
日
付
刊
は
問
問

も
加
入
者
多
数
な
る
見
込
な
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で
9
0

一
下
の
大
小
劇
場
は
依
然
之
ー
し
℃
彼
の
滋
作
を
出
と
、
建
十

川
取
し
℃
然
ら
ば
此
一
同
の
新
政
議
組
織
は
一
定
の
主
義
綿
一
の
士
女
は
倫
ほ
ζ

れ
に
向
つ
℃
明
m
取
を
jWA--j
な
れ
ノ
勺

J
N

負
-K有
す
る
政
容
の
閲
結
'f-
請
は
ん
よ
b
も
、
非
政
友
を
…
森
寸
柳
巷
表
者
一
締
色
縫
」
が
歌
舞
伎
践
に
十
…
一
…
人
吉
一
一
一

Mul

目
的
・
乙
し
多
数
織
の
横
暴
に
憤
慨
せ
る
雑
然
た
る
少
数
議
…
浪
し
が
明
治
-
座
に
演
ぜ
ら
れ
℃
抑
制
作
の
つ
破
戒
曾
一
我
い
っ
宗

の
漣
A
%
と
見
る
を
袋
曾
t
乙
す
ι

斯
く
の
如
く
混
沌
た
る
袋
一
行
卿
し
よ
'
り
も
反
っ
て
評
判
好
く
、
今
又
っ
格
柳
捜
索
染
一

阻
む
で
℃
克
〈
永
綴
じ
符
卒
、
勝
又
彼
等
が
自
ら
標
…
が
風
来
山
人
の
古
浮
瑠
璃
と
共
に
間
一
併
せ
ら
わ
い
川
所
防

相
す
る
か
如
主
主
義
方
針
を
賞
徹
せ
し
め
得
る
や
否
や
は
~
劇
評
家
側
の
批
評
は
兎
に
角
、
漣
日
の
大
入
を
占
め
ハ
ん
一
.
川

大
な
る
疑
問
な
る
も
、
然
も
少
数
畿
の
分
立
、
小
紛
守
の

h

あ
る
が
如
き
は
頗
る
奇
な
る
現
象
と
溺
は
診
る
可
ら
、
F
?

総
自
に
俗
主
た
る
政
界
の
需
要
は
総
て
此
混
沌
た
る
集
問
ー
尚
城
市
我
闘
の
好
一
蹴
一
家
は
劇
英
物
を
見
ず
し
℃
拡
に
開
廷

に
純
乎
た
る
英
政
紫
の
面
白
営
兵
一
備
せ
し
h
u

る
に
至
る
の
の
み
を
見
・
来
'
り
し
な

b
o
問
岡
山
一
一
一
の
女
政
舞
伎
心
配
一

日
な
b
d
k
保
ぜ
ず
。
普
人
益
金
誕
の
を
さ
希
望
助
一
一
一
郎
村
山
八
郎
兵
衛
の
葉
歌
舞
伎
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札

此
…
織
の
新
政
援
組
織
訟
に
掛
け
℃
、
其
此
後
の
綾
展
を

切
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会
恨
の
迩
一
氏
、
た
去
る
ま
で
人
は
喰
だ
営
場
一
俳
優
の
伎
畿
之
と
も
小
閥
抗
仰
菊
五
郎
の
徒
に
淫
・
9
て
は
跡
制
限
捕
な
く
λ
ば

美
貌
と
に
憧
慌
し
て
専
一
脚
本
の
如
訟
は
全
然
英
文
準
的
債
恐
く
は
業
債
鈍
の
字
を
も
按
揮
し
待
ず
し
℃
終
b
し
な
る

低
刻
何
ぞ
問
問
ム
乙
と
な
く
)
備
に
康
附
俳
優
の
相
貌
端
部
可
F
U
G

況
ん
や
間
代
目
市
川
友
閥
次
の
如
告
に
在
・
9
℃
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風
に
謎
以
係
滋
な
く
其
長
mmを
殺
掠
じ
得
る
も
の
な
維
れ
共
存
在
の
殆
ど
全
部
-
b
b
賦
阿
捕
の
銭
-
に
魚
へ
る
も
の
な

喜
兵
の
風
わ

6
3
0
脚
本
に
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っ
て
俳
優
営
選
定
せ
ず
し
~
り
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べ
俳
同
町
向
に
ぬ
っ
て
脚
本
営
選
定
し
た

b
し
な
b
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而
じ
℃
一
賦
附
一
摘
は
逝
け
hpo
然
れ

E
も
紋
阿
一
鵡
劇
は
鴻
ほ
久
し

翼
民
お
一
し
き
も
の
に
手
り
て
は
扮
袋
せ
る
俳
優
に
み
ら
ず
ア
均
一
猪
友
の
伎
一
舗
に
依
っ
て
都
議
代
誕
生
命
を
有
し
た

し
て
律
一
一
地
の
会
〉
な
る
俳
優
主
m
一
場
せ
し
ゅ
℃
非
常
な
る
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彼
等
札
機
℃
紛
糾
畑
一
二
十
六
年
井
比
八
年
を
以
℃
裁

嶋
一
部
品
を
一
博
し
得
た
A
Y
し
な
台
。
館
屋
市
北
の
「
問
天
王
選
一
れ
も
策
泉
の
答
1

乙
な
れ

b
。
梨
闘
の
繍
殺
一
助
に
歪
つ
℃
栂

滋
五
一
川
-
一
、
並
木
正
一
ニ
の
寸
宿
無
関
七
時
雨
傘
し
の
如
A
d
郎
ち
で
ゆ
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h

れ
b
o
未
だ
彼
等
の
絡
し
た
る
催
眠
放
路
よ

b
臨
む
る

必
i
j
c
市
北
は
貸
住
徳
川
時
代
の
劇
胞
が
有
じ
た
る
狂
一
総
は
立
る
浦
郡
の
士
心
一
一
段
只
一
管
彼
等
の
治
せ
る
而
影
を
無

言
作
討
中
随
一
の
豆
庇
な

b
o
然
も
彼
は
英
傑
作
の
一
な
…
選
の
上
に
怒
ば
F
九

1ι
し
℃
償
制
隠
れ
つ
〉
ゐ
る
な

b
o
放
各

る

1
b染
久
松
h

也
被
服
し
に
於
て
一
人
の
岩
井
学
問
一
郎
を
一
銭
の
面
影
は
彼
等
の
越
せ
る
型
を
巧
妙
に
演
出
す
る
も
の

し
て
か
染
久
松
山
以
下
の
七
役
に
般
扮
せ
し
め
待
℃
自
ら
得
一
に
依
・
9
℃
多
少
之
を
潟
し
出
す
乙
と
な
一
得
一
吋
し
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最
も
能
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に
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設

で

も
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邸

ち

町

四

紋
阿
綜
は
所
調
1

空
局
作
者
し
の
殿
絡
な

b
o
先
づ
俳
優
今
最
も
好
評
な
る
俳
侵
た
る
な

b
。
人
は
時
代
怒
れ
の
穏

を
見
て
一
掃
し
て
後
代
筋
を
立
て
脚
色
を
純
す
の
衡
は
彼
に
瀬
川
の
単
行
や
J

八
丁
駿
一
一
一
昨
怖
の
湯
に
失
笑
し
つ
唱
も
悦
ま

守
一
五
時
一
線
設
に
越
せ
A
P
。
九
代
口
口
市
川
岡
十
郎
は
践
は
地
陳
腐
な
る
獄
阿
鵡
劇
的
の
樫
に
故
人
の
傑
を
迫
一
想
一
せ

ι之

脚
本
以
心
外
に
超
然
た
る
名
優
た
t
p
し
之
す
る
も
、
少
な
く

J

し
℃
木
挽
町
民
集
る
介
V
A
Y
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